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7. エ カ ド ル ヤ ス デ 科 の 1 新司 と ヒト フシ ムカ デ 必 の 新種 
=Z 好 保 徳 (愛媛 鬼 山 北 高等 学校 ) 
昭和 31 年 3 A 19 8 ZA 

1. Eucondylodesmus gen. nov. (Oniscodesmidae) 

Kae 19, 頭頂 部 と 前 頭 部 と は 殆ど 上 直角 を な し 境界 は 隆起 し て 生 線 を な し て お り 両 部 共 ic 微小 
ZENFBELTrI. PARARE LoT LbN ThA., 触角 は 互 ら cx 接近 し て 生じ その 聞 へ 前 豆 
部 から ね 状 巡 隆起 し て 入 り と ん で いる 。 鯨 角 は 短 み かく て 相棒 状 . そし て その 各 節 選 は 多く の 鱗 状 衛 隆起 が あ 
る 。 有 貞 の 断面 は 円 形 に 近い が 風 面 は ね くれ て と な を いら 。 第 2 側 起 は 下方 へ 向 つ て 大 cc 発達 し て いる 。 第 2 側 
ELE 5 より 第 18 側 史 に 至る まで の 側 蛇 と は 下方 へ 向 つ て よく 発達 し 芋 側 緑 は きれ と み が あ る 。 HM 
節 は 珍 面 な か ら よ く 見 え 円 雛形 を し て いる 。 生殖 肝 の 基 和 分 は 大 形 で 左右 正中 で 接着 し て とら る 。 AMAER 
前 服飾 部 は 卵 形 。 服 節 部 は 細長 く の び 多少 姓 曲 し て いて 群 呈 館 と は 明らか K 境 な ある 。 腰 貴 節 は 選 平 長刀 状 
で ある 。 

Acta Arachnologica Vol. XIII, No. l, p. 2 高島 , 芳賀 両氏 に よ つ て 報告 され た 「 伊 豆 諸 島 産 馬 陸 
類 ] ot, 八丈 島 か ら 得 られ Kylindogaster sp. と され を た も の は その 記載 文 と 図 か ら : Er それ は と と を 
筆者 が 新 属 種 と し て 記載 し よう と する ヤス デ と 同じ も の で ある と と な わか る 。 今 筆者 が と の 今日 で は 既 を 日 
本 で な いら 沖 旨 の 洞窟 か ら と られ た ヤス デ Kylindogaster の 一 種 と 考え ず , 別 低 と れ を 尊属 と し よら と する 
理由 は 次 の 諸点 に ある 。 即ち 先ず Kylindogaster の 原 記載 * を みる 原著 者 で ある Verhoef KEC ko 
比較 研究 され た 諸 属 の 中 Hynidesmus と Schedypodesmus と は 先ず 後者 が その 後 Attems Kr L oT HE 
縁 の 別 の 科 Cryptodesmidae に 入る し か も その 正体 の 不正 確 を 属 と し て と りあ つみ か われ, LNA Onis- 
codesmidae に 属す る も の で は ある が と れ 有 又 そ の 正体 不正 確 を 属 の 1 避 の な か に いれ られ て いら る 。 と れ ら 2 
語 は し た が つて 分 類 学 的 に 多少 の 疑問 を も ゃ つ 属 の よう で ある 。 そ れ 類 原著 者 が た と え 特 と りあ げ て その 異 
局 を 論じ し て いら る に し て も 我々 は それ より ゃ さき を 同 科 の 近 緑 , HAEREA Verhoef 氏 も その 原 記 
載 中 で 比較 し て いる Oniscodesmus, Trigonostylus 等 と の 比較 を し て みる 必要 が ある 。 さ ARE 
を ゃ 加え て その 異同 を 比較 し て みる と Detodesmus 及び Oniscodesmus と は 後 環 節 と 生殖 枝 の 形態 に お いて 
LEMETA D, Trigonostylus b å ZIRRI L EJE C vo THRE L è bE Oncodesmus, 
Cryptodesmus FE. R RECE EN T AA AARU CTRD pI TE ARTo Ra 
本 新 属 と それ ら 近 縁 の 属 と の 相 異 点 で も ある 。 さ て 次 cc 最も 注目 さる べき 本 新司 と Kylindogaster と は ど 
の 点 に お いて 異 る の で ある か 。 次 に その 相 異 点 を 列記 ナ る と と に しょ よう 。 即ち Kylindogaster PRACÍ 
し て 本 新 属 は 

a 触角 の 各 節 に は 多く の 交 隆 起 が あり それ な 鱗 状 に な らぶ 。 

b cd 4 列 の 他 の 後 環 節 に は 3 列 を な すす 多く の 癌 隆起 が ある が その 各 癌 隆起 の 横 列 お レ いて 背面 

正中 線 の 両側 に ある 1 対 の 獲 隆起 は 他 の も の より 小形 で ある 。 

e すべ て の 閣 隆 起 は 球形 に 近く 山形 で は な い 。 

d. 臭 有 孔 は 第 5 7, 9, 10, 12, 13, 15, 16, 17, 18 側 蓄 rc 明らか で ある 。: 
さら 重要 な 生殖 肢 の 形態 に つい て は Kylindogaster の 雄 が 全く 未 発 見 で ある た め に 比較 する と と が 出来 を 
い が 上 記 の 点 の みつ いて も とこ と これ を Kylindogaster の か に 包含 きせ る わけ に は ゆ みか な いと 考え る 次 第 で 
ある 。 


* ‚Zoologischer Anzeiger‘‘, 1. 10. 1939, Bd. 127, Heft liji. 
#=® Das Tierreich. 70. Lieferung. Polydesmoidea III. 
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BIRARE: Eucondylodesmus elegans Miyosi 

(付記 ) Kylindogaster が いる 沖縄 を 失 つ た 現在 の 日本 で は 久しく Oniscodesmidae の ヤス デ を 見 る と と 
が 出来 を か つた 我々 は と と に Eucondylodesmus を 得 た 次 第 で ある 。 

Eucondylodesmus elegans sp. nov. (ウチ カケ ヤス デ ) 

体 色 ア ルコ ー ル 漬 で は 白色 又は 黄 白 色 , 生 時 も ほぼ 同色 。 雄 体長 5.5mm, HECh 6.1mm, Ht ian 
19。 頭 順 の 正中 に は 潮 あ り 。 触角 の 第 5, 第 6 節 の 先端 背 側 に は 感覚 菊 が 群生 し , 第 6 飾 で は 特に それ が 
著しい 。 頻 板 は 頭 幅 より や や 幅 せ まく 4 列 の 乳頭 状 笑 起 が ある が , その 数 や 形 は 大 体 較 示せ る 通り で ある 。 
第 3 及び 第 4 側 砲 は 単純 な 矢 り , 第 2 及び 第 5 か ら 第 18 側 虐 の 側 縁 に は 2 つの 切れ と み が あ る た め 
に そこ と は 3 小葉 分 れ て いる 。 側 交 上 に ある 臭 孔 は 円 形 で , 少し 隆起 し た 大 状 物 の 上 に 開い て いる 。 第 2 
MERABT, その 前 縁 は 前 方 へ ふく れ 出 し て お り , 後 縁 は きれ と み が あ る 。 各 後 環 人 節 上 の 乳頭 状 突起 み 
数 は 10-20 個 で あり , 各 突 起 は 球形 で 微小 な 握 状 物 で お お われ 且 各 1 本 の 短 枝 あ る 肥 は 枝 の な い 素 を 生じ 
て いる 。 肛門 節 は 円 氏 形 で と この節 た も # 列 の 乳頭 状 突 起 が か ある けれ ど そ の 数 は 少ない 。 


Abb. 1. Eucondylodesmus elegans sp. nov. a: Kopf von vorn b: Kopt von lateral 
c: 3. Segment von hinten d: Antenne e: Telson f: Analsegment von unten g: 8. 
Bein des & h: Warzen des Metazonits i: 2 Warzen sehr vergrössert. 


生殖 肢 : SAEK TOMOR L ETOREL ED., ERME? DLE L, Bro 
あり , その 先 敵 部 に は 腺 状 毛 が 密生 し , さら に 内 側 に 2 本 , 外側 に 1 AotiKarnsz. RD aE 
で 妖 曲 し , 内 側 に 約 10 本 の 科 間 状 突起 が か あり, それ に つづ いて 最 先 敵 部 ic は 5 Anne 
る 。 

Holotype は 体長 5.5mm pf, Allotype は 体長 6.1mm ai, 模式 産地 は 江 の 鳥 (神奈 川 県 ) その 他 
の 産地 の うち 伊豆 七島 の 青ヶ島 。 休 戸 郷 (ヤス ンド ゴウ ) の 林 中 朽木 の 間 み かみ ら 1954 年 11 A 4 HERR 
学研 究 所 の 小林 純子 氏 に よ つ て 採集 され た 。 青 ケ 島 に お いて 採集 され た 他 の 多 足 類 は 既に 公表 * し た が , そ 
れ ら は 北本 州 に も 産 す る も の で あつ た 。 と と ろか が と の 新 属 の ヤス デ ゃ , 本 文 の は じ め に 記し た よう 伊豆 入 
丈 島 た も 産 し , bE, 既に 1951 年 基質 昭治 兵 に よ つ て 神奈 川 県 下 の 大 山 , FoH, 江の島 等 に な いて 
採集 され て いた の で ある 。 そし て 私 は その 標本 を 以前 頂き な が ら 調 査 を むと た つて いた の で あつ た 。 今 各地 


* 資源 科学 研究 所 夢 報 第 38 5 (1955) 
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の も の を くわ も しく 比 較 研 究 し , そ 
れ ら が 同一 の も の で ある こと と を 先 
つた 。 し た が つて 本 種 も また 青 ケ 
高 特産 の も の で な いら こ と が わか つ 
た 。 江の島 みか ら 1951. 6. 28 雄 3 
HE 17, 1951. 8. 21, HE 3、 幼 4o 
青ヶ島 195 1.4, H 2, HE 4, 
控 集 し 上 標本 を 調査 する 機会 を 考 
ATT oF ARAR, 小林 純 
子 氏 へ 深 に 感謝 を ささ げ る 次 第 で 
ある 。 

2. Alonotarsobius caecıgenus 
sp. nov. (ナガ ト ヒ ト フ シム ムカデ) 

本 新種 の 特徴 は 次 の 通り 。 

1) 体長 は 17mm Sich IR 
BERZA. Mikai 
径 が 縦 径 より 少し 大 9: で, そ 
の 此 面 < 若干 の 彫 毛 を 散在 し て い 
る 。 

2) 触角 は 26 節 , Ki Toon 2 つの 節 の 長 さ の 合計 と ほ 全 局長 或 は 少し 短い 。 

3) Rne v. MAE RACINE. 

3) ARo 2+2 MEADE. IERRA L oTo LERN, tni barcATL, 再 
び 大 い 膨 田 し て いも 。 

5) 顕 野 の 転 前 務 節 は 長大 で , その 外縁 は 円 形 に ふく れ 出 て いて 直線 的 で は な い 。 thz b Himo 
少し 膨 出 し 内 側 中 央 (C は 境線 が あ 
2. ES, 懇 人 節 は と も に 幅 が 長 さ 
より は る か に 大 で ある 。 

6) FERDHELMELOR 
測 ! に よる 比 は 次 の よら で ある 。 1 
T.=84:48, 3. T.=76:72, 5.T. 
=76:80, 7. T.=77:78, 8 T. = 
74:89, 10. T.=73:9%, 12. T. = 
67:87, 14. T. =63 : 64, 

7) EROoiHrhbok: 
に は 数 本 の 長い 剛毛 を 生じ て いら 
る 。 第 1, 第 3 第 5, 第 8, 第 
0, 第 12 Rokiah E 
同様 に 同 程度 浴 入 し て いて 後 角 
Abb. 3.  Monotarsobius caecigenus sp. nov. A: Vorderende APTS ERS RHI 


von oben B: Kopf von lateral C: Kieferfus D: Antenne いる と と は な い 。 第 7 Foki 
E: 4. Bein F: Gonopod G: Endteil des Gonopod H, 1, J, は 直線 的 で 葵 入 し て いらない 。 


K: 12. 33. 14. und 15. Bein. 8) 第 12-15 5E o Hi 
(23 ) 


Abb. 2. Eucondylodesmus elegans sp. nov. j: 2. Seitenflügel 
des Weibchens k: 12. und 13. Metazonit 1: Telson von 
oben m: Vorderkopf n, 0, p, q: Gonopoden. 


RS 
O7, 
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ArRtnTn 2-3, 3-5, 4-6, 3-4 で 踏 円 形 で ある 。 u. 
9 KEDERE 1+1 で 長く よく 失っ つて レ に る 。 末端 爪 は 単純 で 分 れ て に な い 。 


1-2, 2, 1 1, 0, 3, 1-2, 0 ーー 08,03, 10 

10 } 38 テー 14 3 ーー ? = ター u 

) 第 1 歩 岐 0-2, 1-3, 1-2” u o 1, 3, 2, 1 > 5m O, 1, 3, 2, 1 
Holotype は 体長 17mm の 雌 。 そ の 産地 は 山口 県 美 縛 郡 , 姫 山 , 1952 年 8 月 17 日 , KA LIRE 


に よ つ て 採集 され た も の で と と 深謝 する 次 第 で ある 。 


Resume 


Beitrage zur Kenntnis japanischer Myriopoden 
17. Aufsatz: Uber eine neue Gattung von Oniscodesmidae und 
eine neue Art von Monotarsobius 


Yasunori Miyosr (Matuyama Kita Koto-Gakko) 


l. Eucodylodesmus gen. nov. (Oniscodesmidae, Diplopoda) 


Diese neue Gattung unterscheidet sich von verwandten Gattung durch die folgenden Diagnosen: 
Männchen und Weibchen mit 19 Rumpfsegmenten. Saftlöcher auf den Segmenten 5, 7, 9, 10-12, 13, 15- 
18. Antenne kurz, keulenförmig, mit Wärzchen- oder Schuppen-struktur und das 6. Glied das dickste. 
Querschnitt des Rumpfes erscheint fast wie Ring; aber Ventralseite nicht gewölbt. 2. und von 5. 
bis 18. Seitenflügel mit einigen Einschnitten am Seitenrand. Von Collum bis 18 Metazonit mit 3-4 
Querreihen, die aus vielen runden Warzen bestehen, die dicht mit winzigen Stiftchen und einem 
Stachel besetzt. Telson kegelig und von oben gesehen sieht es breit aus. Die kurzen Beine werden 
von den Seitenflügel ganz bedeckt. Gonopoden: Hüfte gross, Hüfthornchen normal. Präfemurofemur 
ziemlich langgestreckt und deutlich abgegrenzt gegen das gebogenschwertförmige Acropodit. 


Gattungstypus: Eucondylodesmus elegans Miyosi 
Eucondylodesmus elegans sp. nov. 


Farbe weisslich oder gelblichweiss. Männchen 5.5mm lang, Weibchen 6.1mm lang. Kopf mit 
zahllosen winzigen Rauheiten. Antenne wie sie sich in Abb. l, 4 zeigen. Collum enger als Kopf 
und mit 4 Querreihen von runden Warzen, auf denen winzige Stiftchen dicht vorhanden. 3. und 4. 
Seitenflügel ist nach unten verschmälert nnd ohne Einschnitte am Seitenrand. 2. und von 5. bis 18. 
Seitenflügel mit zwei Einschnitten am Seitenrand, dadurch dort mit drei Läppchen. Saftlocher be- 
finden sich auf der niedrigen Warze. Von 2. bis 18. Metazonit mit ungefähr 16-20 runden in drei 
Querreihen hintereinander angeordneten Warzen, und die dorsalmedialpaaren Warzen schmäler als 
die Benachbarten. Gonopoden sind merkwurdig, wie sie sich in Abb. 1 zeigen. 


Holotype: Männchen, 5.5mm lang. Allotype: Weibchen ca 6.1mm lang. Fundort: Enosima 
{Kanagawa-Ken). Vert.: Aoga-Sima und Hatijo-Zima (Idzu-Inseln), Mizonokuti, Enosima und 
Oyama (Kanagawa-Ken), Japan. 


2. Monotarsobius caecigenus sp. nov. 


Diese neue Art unterscheidet sich folgendermassen klar von den anderen, die zu derselben Gat- 
tung gehört: Körperfarbe gelblichbraun oder hellgelblichbraun. Weibchen ca 17mm lang, mit 20- 
gliedrigen Antennen, deren Endglied etwas so lang wie zwei vorletzte Glieder. Ocellen fehlen gänz- 
lich, die Schläfenorgane gross und eiförmig. Kopfschild etwas breiter als lang. Coxosternum mit 
2+2 Zähnchen, Porodonten schmall und an der Basis etwas angeschwollen, neben ihnen der Rand 
steil abgeschrägt und wieder merklich angeschwollen. Trochanteropräfemur nach aussen so erweitert, 
lang und stämmig. 8., 10. und 12. Tergit ist länger als breit. Poren der Coxaldrüsen rundlich: 
2-3, 3-5, 4-6, 3-4. Gonopoden des Weibchen mit 1-+1Genitalspornen, die Klaue lang, hakig gebogen 
und einspitzig. Holotype: Weibchen 17mm lang. Fundort: Himeyama (Yamaguti-Ken). 
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